
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
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シ

ー

ル

印

刷

業

界

で

は

営

業
部
門
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
少
な
い
。
大
半
は
仲
間
仕
事

や
大
手
の
下
請
け
と
い
う
と
こ

ろ
が
多
い
が
、
最
近
に
な
っ
て

営
業
面
に
力
を
入
れ
る
と
こ
ろ

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

 

特
に
コ
ロ
ナ
以
降
、
原
材
料

の
大
幅
な
高
騰
や
、
仕
事
そ
の

も
の
が
極
端
に
減
っ
て
き
て
い

る
た
め
に
、
待
っ
て
い
る
だ
け

で
は
仕
事
は
来
な
い
と
、
営
業

マ
ン
を
新
た
に
雇
っ
た
り
、
現

場
の
人
間
を
営
業
に
回
す
な
ど

し
て
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。 

 

し
か
し
、
新
た
に
雇
っ
た
営

業
マ
ン
に
し
て
も
、
現
場
か
ら

回
し
た
に
わ
か
仕
立
て
の
営
業

マ
ン
で
は
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル

の
基
礎
知
識
が
な
い
た
め
に
、

顧
客
か
ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ

な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。 

 

組
合
で
は
五
年
前
か
ら
組
合

事
業
と
し
て
「
出
前
・
出
張
講

座
」
を
設
け
、
い
ま
一
度
経
営

者
や
従
業
員
に
対
し
て
、
自
分

た
ち
の
仕
事
に
対
し
て
、
再
認 

     

識
を
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
の

が
こ
の
事
業
の
目
的
で
す
。 

 

こ
の
た
め
こ
の
講
座
を
使
用

し
て
Ｇ
Ｐ
取
得
認
定
や
「
簡
易

版
事
業
継
続
計
画(

Ｂ
Ｃ
Ｐ)

」

に
取
組
ん
だ
組
合
員
も
あ
り
、

実
際
に
取
組
ん
だ
組
合
員
か
ら

は
「
顧
客
の
要
求
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

講
師
と
し
て
は
、
組
合
参
与

の
清
宮
和
夫
氏(

清
宮
企
画)

以

外
に
も
、
タ
ッ
ク
紙
メ
ー
カ
ー
、

イ
ン
キ
メ
ー
カ
ー
、
印
刷
機
メ

ー
カ
ー
な
ど
を
リ
タ
イ
ア
し
た

方
々
の
、
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を

活
用
し
ま
す
。 

 

こ
こ
最
近
は
地
震
活
動
の
活

発

に

よ

っ

て

事

業

継

続

計

画

(

Ｂ
Ｃ
Ｐ)

へ
の
関
心
が
一
段
と

高
く
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
高
ま
り
の
中
で
環
境

問
題
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
ケ

ー
ス
も
多
く
、
特
に
剥
離
紙
の

再
生
利
用
な
ど
は
そ
の
一
環
。 

 

小
規
模
零
細
企
業
で
は
、
従

業
員
の
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
な
ど
は
自
社
で
対
応
す
る
こ

と
は
現
実
に
は
難
し
く
、
東
京

都
や
中
央
会
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
も
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も

敷
居
が
高
い
と
感
じ
て
し
ま
う

方
も
多
く
、
そ
の
点
組
合
な
ら

問
い
合
わ
せ
も
し
や
す
い
と
利

用
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。 

 

営
業
マ
ン
養
成
に
は
、
従
来

の
営
業
マ
ン
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
に
わ
か

営
業
マ
ン
に
対
し
て
の
基
礎
的

な
知
識
の
教
育
に
対
し
て
も
フ

ォ
ロ
ー
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く 

        
 

 
 

 

           

だ
さ
い
。 

出

前

・

出

張

講

座

は

、

例

え
ば
昼
休
み
の
時
間
や
、
午
後

五
時
以
降
の
時
間
帯
な
ど
、
組

合
員
の
希
望
に
合
わ
せ
て
対
応

で
き
ま
す
の
で
、
一
度
組
合
事

務
局
ま
で
電
話
か
メ
ー
ル
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

※
題
字
横
に
組
合
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
読

み
取
る
と
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
出
来
ま
す
。 
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出前・出張講座の内容  
 

①従業員教育   シール営業の基礎・業界基礎単語・

印刷機、タック紙などの解説  

②シール・ラベル事業の状況分析、  事業展開計画の

立案支援等  

③品質管理の見直し  生産計画の方法  現場改善の

要領  

④職場環境  製造現場環境のあり方   仕事７変化に

ついて  

⑤印刷業界で進んで来たＧＰ認証制度取得支援（ ＩＳ

Ｏ  に相当  手順書  工程５Ｓ活動  社員チームの編

成  各実績表の記録  

⑥簡易版事業継承計画（ＢＣＰ）の作成支援  

⑦会社事業改革  経営の分析  側面支援  

⑧シール・ラベル事業の諸問題について意見交換  

 

「
出
前
・
出
張
講
座
」
の
積
極
的
活
用
を 

 
 

営
業
マ
ン
養
成
や
Ｇ
Ｐ
取
得
の
大
き
な
力
に 

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


 
 

  
武

藤

工

業

は

七

月

二

十

四

日
、
二
十
五
日
の
二
日
間
、
品

川
区
五
反
田
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
ビ
ル
本

館
に
於
い
て
、
「
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｈ

祭
」
を
開
催
し
、
多
く
の
入
場

者
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
Ｕ
Ｖ 

プ
リ
ン
タ
、

Ｍ
Ｐ 

イ
ン
ク
プ
リ
ン
タ
、
エ

コ
ソ
ル
ベ
ン
ト
、
３
Ｄ 

プ
リ

ン
タ
、
そ
の
他 

ラ
ミ
ネ
ー
タ

ー
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
、
ア

パ
レ
ル 

Ｃ
Ａ
Ｄ
、
ス
キ
ャ
ナ
、

シ
ュ
リ
ン
ク
加
工
機
な
ど
、
同

社
の
取
扱
い
商
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
二
日
間
に
亘
っ
て
セ

ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
、
「
知
っ

て
得
す
る
補
助
金
活
用
の
ス
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

O
R

I
S

 

  

メ
」
「
話
題
の
多
用
途
イ
ン
ク
、

Ｍ
Ｐ
３
１
イ
ン
ク
と
は
」
「
Ｏ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
Ｍ
Ｐ
イ
ン
ク
で
実
現

す
る
本
紙
対
応
Ｉ
Ｊ
色
校
正
」

「
次
世
代
Ｕ
Ｖ
イ
ン
ク
〝
Ｕ
Ｓ

６
１
〟
に
よ
る
環
境
対
応
」
を

テ
ー
マ
に
し
、
多
く
の
参
加
者

を
集
め
ま
し
た
。 

 
同

社

は

米

国

印

刷

工

業

会 

主

催

の
2

0
2

4
 

P
in

n
a

c
le

 

P
r

o
d

u
c

t
 

A
w

a
r

d
 

で

四

つ

の
部
門
で
十
三 

年
連
続
で
受

賞
す
る
な
ど
、M

U
T

O
H

 

製

品
の
優
秀
性
と
品
質
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。 

大
東
マ
ー
ク
工
業 

フ
ィ
リ
ピ
ン
セ
ブ
に
進
出 

 

 

 

東

支

部

の

大

東

マ

ー

ク

工

業(

清
水
佳
則
社
長
・
写
真)

は
、

七
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
島

に
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｕ
」
を
設
立
し
業
務
を

開
始
し
て
い
る
。 

海

外

進

出

の

計

画

は

大

分

以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

に
よ
り
頓
挫
し
た
も
の
の
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
か
ら
二
名
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
を
日
本
の
工
場
で
訓
練

し
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い

ま
し
た
。 

 

同
社
は
来
年
創
立
九
〇
周
年

を

迎

え

る

が

、

清

水

社

長

は

「
私
た
ち
は
モ
ノ
づ
く
り
企
業

と
し
て
全
社
一
丸
と
な
っ
て
事

業
に
邁
進
し
、
今
後
も
飛
躍
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
セ
ブ
島
で
の
モ
ノ
づ
く
り

を
通
じ
て
世
界
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
思
い
を
社
員
一
人
一
人

が
持
ち
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
途

中
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
ど
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
大

変
で
し
た
。
今
後
十
年
、
二
十

年
と
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
す
。 

 

セ
ブ
島
に
は
シ
ー
ル
印
刷
業

者
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
同
社

が
初
め
て
に
な
る
た
め
、
生
産

設
備
や
営
業
力
に
力
を
入
れ
て

需
要
の
開
拓
を
押
し
進
め
て
い

く
計
画
で
す
。 

本
社
を
移
転 

シ
リ
ウ
ス
ビ
ジ
ョ
ン 

 

シ
リ
ウ
ス
ビ
ジ
ョ
ン(

辻
谷

潤
一
社
長)

は
、
こ
の
ほ
ど
業

務
拡
大
の
た
め
本
社
を
先
に
移

転
し
た
。
ま
た
、
八
月
二
十
日

よ
り
画
像
検
査
機
を
見
学
で
き

る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
併
設
す
る

予
定
。 

 

新
住
所
は
次
の
通
り 

 

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新

羽
町
一
一
八
九
の
四 

 
 

 

代 

表 

者 

変 

更 

 
 

日
東
シ
ー
ル
㈱
は
、
こ
の
ほ

ど
株
主
総
会
に
於
い
て
中
林
薫

氏
が
取
締
役
社
長
に
就
任
、
前

社
長
の
設
楽
良
雄
氏
が
代
表
取

締
役
会
長
に
就
任
。 

 

㈱
ヨ
ネ
ヤ
マ
シ
ー
ル
印
刷
は
、

こ
の
ほ
ど
株
主
総
会
に
於
い
て

佐
藤
直
幸
氏
が
代
表
取
締
役
社

長
に
、
米
山
智
哉
氏
が
代
表
取

締
役
会
長
に
就
任
。 

 

 

㈱
三
條
機
械
製
作
所
は
こ
の

ほ
ど
、
株
主
総
会
に
於
い
て
、

代
表
取
締
役
に
新
田
誠
氏
が
就

任
し
、
前
社
長
の
松
崎
仁
氏
は

代
表
取
締
役
会
長
に
就
任
。 

                                 

 

武
藤
工
業
が
「
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
祭
」
を
開
催 

 
 

Ｕ
Ｖ
プ
リ
ン
タ
ー
、
Ｍ
Ｐ
イ
ン
ク
プ
リ
ン
タ
ー
を 

 



 

ラ
ベ
ル
新
聞
社
主
催
の
「
ラ

ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン
二

〇
二
四
」
は
、
十
月
二
十
三
日

(

水)

か
ら
二
十
五
日(

金)

の
三

日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西

館
３
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
す
。 

 

国
内
最
大
の
ラ
ベ
ル
専
門
グ

ロ
ー
バ
ル
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
ベ
ル 

フ
ォ
ー
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、 

二
〇
〇
六 

年

に

開

催 

さ

れ

た

「

ラ

ベ

ル

サ

ミ

ッ

ト

ジ

ャ

パ

ン

」

が

始

ま

り

と

な

り

今

回

で

六
回
目
。 

 
 

今

回

は

、

「

持

続

可

能

な

ラ

ベ

ル

の

未

来

を

拓

く

」

を

テ

ー

マ

に

、

会

場

を

東

京

ビ

ッ

グ

サ

イ

ト

に

初

め

て

移

し

て

展

示

会

を

メ
ー
ン
と 

し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ 

れ
ま
す
。 

 

国
内
外
の
最
新
鋭
ラ
ベ
ル
関

連
資
機
材
お
よ
び
時
代
の
先
端

を
い
く
ラ
ベ
ル
製
品
を
展
示
す

る
こ
と
で
、
ラ
ベ
ル
コ
ン
バ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
課
題
解
決

の
ほ
か
、
日
常
生
活
で
必
要
不

可
欠
な
ラ
ベ
ル
の
採
用
増
加
な

ど
、
ラ
ベ
ル
市
場
の
総
合
的
な

発
展
を
目
的
と
し
、
今
回
は 

 
一
〇
〇
社
・
一
八
七
小
間/ 

展
示
面
積
四
六
八
〇
㎡
の
出
展 

規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

来

場

に

つ

い

て

は

ご

来

場

前
の
来
場
登
録
制
と
な
っ
て
お 

り
、
必
ず
ご
来
場
前
に
来
場
者

証
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
の
う
え
、

ご

持

参

く

だ

さ

い

。 

来
場
登
録
が
事
前
に
済
ん
で
な

い
場
合
は
、
一
人
二
千
円
の
入

場
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
催
し
で
あ

る

L
F

J
-
W

s

は
、
国
内
外
の

ラ
ベ
ル
市
場
に
関
す
る
最
新
の

技
術
・
ト
レ
ン
ド
情
報
を
発
信
。

有
識
者
ら
に
よ
る
講
演
な
ど
を

通
じ
て
、
ラ
ベ
ル
業
界
内
外
と

の
情
報
共
有
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
支
援
す
る
。
ラ
ベ
ル
新

聞
購
読
者
は
二
名
ま
で
無
料
。

そ
れ
以
外
は
一
名
・
五
千
円
。 

 

詳
細
は
ラ
ベ
ル
新
聞
社
へ
。 

八
月
度
理
事
会
議
事
録 

 

■
日
時
・
八
月
八
日(

木)
 

■
場
所
・
組
合
会
議
室 

■

出

席

者

・

北

島

憲

高 

大
澤
雅
純 

本
間
敏
道 

平
山

愛
二
郎 

保
坂
知
彦 

前
田
智

信 

欠
席
者
・
藤
井
雅
一
、
清

宮
和
夫 

【
議
題
】 

 

■
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

①

屋

形

船 

八

月

二

十

九

日(

木)  
 

②

ス

ク

リ

ー

ン

ジ

ャ

パ

ン

勉
強
会 

九
月
十
二
日(

木)  
 

 
 

③

年

次

大

会

神

奈

川

大

会 

十
月
十
一
日(

金)

横
浜
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

 

④

ラ

ベ

ル

フ

ォ

ー

ラ

ム 
 

十
月
二
十
三
日(

水)

か
ら
二
十

五
日(

金)  

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト 
 ⑤

動

画

に

よ

る

セ

ミ

ナ

ー

(

日
時 

会
場
未
定)  

 

⑥
合
同
支
部
会(

十
二
月
上

旬 

会
場
未
定)  

 

⑦

ラ

ベ

ル

会 

十

二

月

上

旬 

佐
倉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

⑧

合

同

賀

詞

交

歓

会 
一

月
九
日(

木)  

上
野
精
養
軒 

 

 

■
ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス
タ

2
0

2
5

に

つ

い

て 

八

月

二

日(

土)  

都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松

町
館 

 

北
島
理
事
長
よ
り
次
回
の
ラ

ベ
ル
フ
ェ
ス
タ
は
、
来
年
八
月

二
日(

土)

に
都
立
産
業
貿
易
セ

ン
タ
ー
浜
松
町
館
で
開
催
す
る

予
定
で
、
今
後
正
札
や
神
奈
川

と
の
共
催
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
と
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

■
青
年
部
復
活
に
つ
い
て 

 

青
年
部
は
三
年
前
に
部
員
不

足
の
た
め
に
休
部
と
な
っ
た
が
、 

他
協
組
や
中
央
会
な
ど
と
の
絡

み
で
も
う
一
度
復
活
さ
せ
た
い

と
い
う
声
も
あ
る
た
め
、
ど
う

す
べ
き
か
議
論
し
た
が
、
前
田

理
事
か
ら
は
組
合
が
今
後
も
継

続
し
て
い
く
の
か
、
復
活
さ
せ

て
も
組
合
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
意
味
が
な
い
と
い
う

意
見
も
出
さ
れ
、
復
活
さ
せ
て

も
何
人
が
参
加
し
て
く
れ
る
の

か
、
年
齢
制
限
を
撤
廃
し
た
ら

ど
う
か
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ

今
後
継
続
協
議
と
す
る
こ
と
で

了
承
さ
れ
た
。 

 

■
そ
の
他 

 

下
田
工
業
か
ら
雄
型
用
紙
が

十

月

二

十

日

出

荷

分

よ

り

一

〇
％
値
上
げ
す
る
と
い
う
通
知

が
来
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

組
合
と
し
て
も
当
然
販
売
価
格

を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
と
報
告

が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。 

                                 

 

 



   世
界
の
人
口
ラ
ン
キ
ン
グ 

現

在

の

世

界

人

口

は

八

一

億
一
九
〇
〇
万
人
と
、
前
年
の

八
〇
億
四
九
〇
〇
万
人
に
比
べ

て
約
七
〇
〇
〇
万
人
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
別
の
一
位

は
イ
ン
ド
で
、
一
四
億
四
一
七

〇
万
人
で
し
た
。
二
位
は
中
国

の
一
四
億
二
二
五
〇
万
人
に
な

り
ま
す
。
日
本
の
ラ
ン
キ
ン
グ

順
位
は
一
二
位
で
、
人
口
は
一

億
二
二
六
〇
万
人
、
前
年
よ
り

七
〇
万
人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

出
生
率 

 

米
国
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
世
界
の
合
計 

特
殊
出
生
率
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
、

一
人
の
女
性
が
出
産
可
能
と
さ

れ
る
年
齢
の
う
ち
に
産
む
子
供

の
平
均
数
の
こ
と
で
す
。 

二
〇
二
四
年
の
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
世
界

で
最
も
出
生
率
が
高
い
国
は
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
し
た
。
ニ
ジ
ェ

ー
ル
の
出
生
率
は
、
六
・
六
四

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
位
は

ア
ン
ゴ
ラ
（
五
・
七
〇
人
）
、

三

位

コ

ン

ゴ

民

主

共

和

国

（
五
・
四
九
人
）
と
続
き
ま
す
。    

一
方
、
日
本
の
出
生
率
は
一
・.

四
〇
人
で
、
順
位
は
二
二
七
ヵ

国
・
地
域
中
二
一
二
位
と
い
う

も
の
で
し
た
。
最
下
位
は
台
湾

の
一
・
一
一
人
で
し
た
。 

 

世
界
の
高
齢
化
率 

 

世
界
の
高
齢
化
率
（
高
齢
者

人
口
比
率
）
国
際
比
較
」
に
よ

る
と
、
二
〇
二
三
年
に
お
け
る

日
本
の
高
齢
化
率
は
、
二
九
・

一
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。
ラ

ン
キ
ン
グ
順
位
で
言
う
と
、
世

界
一
位
に
な
り
ま
す
。
二
位
は

イ
タ
リ
ア
で
二
四
・
五
％
、
三

位
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
二
三
・

六
％
と
続
き
ま
す
。
ち
な
み
に

最
下
位
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

で
、
一
・
〇
九
％
と
い
う
数
字

で
し
た
。 

 

魅
力
的
な
都
市 

国

際

的

な

市

場

調

査

会

社

ユ
ー
ロ
モ
ニ
タ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
は
、
「
二
〇
二
三
年

ト
ッ
プ
一
〇
〇
都
市
デ
ス
テ
ィ

ネ

ー

シ

ョ

ン

・

イ

ン

デ

ッ

ク

ス
」
を
発
表
し
た
。 

そ

れ

に

よ

る

と

、

二

〇

二

三
年
に
世
界
で
最
も
魅
力
的
な 

   

観

光

都

市

で

あ

る

と

評

価

さ
れ
た
の
は
、
二
〇
二
一
年
、

二
〇
二
二
年
に
続
き
パ
リ
と
な

っ
た
。
東
京
は
二
〇
二
二
年
の

二
〇
位
か
ら
四
位
に
急
上
昇
。

そ
の
ほ
か
、
大
阪
も
前
年
の
四

二
位
か
ら
一
六
位
に
大
き
く
順

位
を
上
げ
、
京
都
が
二
七
位
、

札
幌
が
五
八
位
、
福
岡
が
六
一

位
と
な
っ
た
。 

 

難
民
受
け
入
れ
数 

 

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所

（U
N

H
C

R

）

二

〇

二

二

年
発
表
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る

と
、
世
界
で
最
も
難
民
受
け
入

れ
数
が
多
い
国
は
ト
ル
コ
で
し

た
。
受
け
入
れ
数
は
、
三
七
〇

万
人
に
お
よ
び
ま
す
。
以
下
、

二
位
イ
ラ
ン
（
三
四
〇
万
人
）
、

三
位
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
二
五
〇
万

人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

日
本
は
と
い
う
と
、
四
二
人
で

ラ
ン
ク
外
と
い
う
結
果
で
し
た
。 

 

英
語
能
力
指
数 

 

ス
イ
ス
で
事
業
を
展
開
し
て

い
る
「
Ｅ
Ｆ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
は
、
「
Ｅ

Ｆ
英
語
能
力
指
数
」
と
し
て
各

国
の
英
語
力
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
一
一
三
カ

国
中
、
一
位
は
ダ
ン
ト
ツ
で
オ

ラ
ン
ダ
で
五
年
連
続
一
位
、
二

位
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
三
位
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
、
日
本
の
順

位
は
、
一
一
三
ヵ
国
お
よ
び
地

域
中
で
八
七
位
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
の

順
位
は
二
五
ヵ
国
中
一
一
位
で
、

能
力
レ
ベ
ル
で
は
「
低
い
」
に

カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

パ
ス
ポ
ー
ト
の
強
さ 

 

イ
ギ
リ
ス
ジ
ャ
ー
ジ
ー
島
に

本
拠
を
置
く
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
「
ヘ
ン
リ
ー
＆
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
」
は
、
定
期
的
に
各
国

の
「
パ
ス
ポ
ー
ト
の
強
さ
」
を

ラ
ン
キ
ン
グ
に
し
て
発
表
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ビ
ザ
な
し

で
外
国
へ
渡
航
で
き
る
数
を
計

測
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
作
ら

れ
た
も
の
で
す
。 

そ

れ

に

よ

る

と

、

二

〇

二

〇
年
に
日
本
の
数
は
世
界
一
位

で
、
一
九
一
ヵ
国
へ
の
ビ
ザ
な

し
渡
航
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
世

界
最
強
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
を

証
明
し
た
形
に
な
り
ま
す
。
二

位
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
三
位
は

ド
イ
ツ
で
す
。 

                                 

 
 

ご
存
知
で
す
か
？ 

 

な
ん
で
も
世
界
一
、
日
本
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
？ 



■
前
立
腺
と
は 

前

立

腺

は

男

性

の

膀

胱

の

出
口
、
尿
道
の
始
ま
り
の
部
分

を
取
り
囲
ん
で
い
る
ク
ル
ミ
大

の
臓
器
で
、
精
液
の
一
部
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
直
腸
と
接
し

て
お
り
、
肛
門
か
ら
指
で
触
診

(

直
腸
指
診)

す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

              

 

前

立

腺

は

中

心

領

域

、

移

行
領
域
、
辺
縁
領
域
の
三
つ
の

部
分
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
構
造

は
ミ
カ
ン
に
似
て
い
て
、
中
心

領
域
と
移
行
領
域
が
実
の
部
分
、

辺
縁
領
域
が
皮
の
部
分
に
あ
た 

り
ま
す
。 

前

立

腺

が

ん

罹

患

数

は

今

後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
、
ほ
か

の
が
ん
種
と
比
べ
て
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。 

■
増
加
す
る
前
立
腺
が
ん 

 

前
立
腺
が
ん
が
増
加
し
て
い

る
理
由
と
し
て
高
脂
肪
食
な
ど

生
活
習
慣
の
欧
米
化
、
社
会
の

高
齢
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
診
断
技
術
の
向
上
と
検

診
等
の
普
及
に
伴
い
、
早
期
か

ら
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
男

性
は
検
診
等
を
き
ち
ん
と
受
け

て
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

 

前
立
腺
が
ん
は
五
〇
歳
代
か

ら
急
速
に
増
え
始
め
、
発
生
の

平
均
年
齢
が
七
〇
歳
代
の
高
齢

男
性
に
み
ら
れ
る
が
ん
で
す
。 

 

前
立
腺
が
ん
は
加
齢
に
よ
り

男
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
り
、
前
立
腺
の
慢
性
的

炎
症
、
食
生
活
や
生
活
習
慣
な

ど
の
要
因
が
加
わ
っ
て
発
生
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

初

期

に

は

自

覚

症

状

が

ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
注
意
が
必
要
。

前
立
腺
と
は
膀
胱
の
下
に
あ
り
、

尿
道
を
取
り
囲
ん
で
い
る
男
性

の
み
に
あ
る
臓
器
で
す
。 

前

立

腺

が

ん

の

多

く

は

、

尿
道
や
膀
胱
か
ら
離
れ
た
場
所

に
発
生
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

初
期
に
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
が
ん
が

膀
胱
や
尿
道
を
圧
迫
し
て
、
何

ら
か
の
排
尿
に
関
す
る
自
覚
症

状
が
出
た
段
階
で
が
ん
が
発
見

さ
れ
た
場
合
に
は
、
か
な
り
進

行
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
約

五
〇
％
の
人
で
は
す
で
に
が
ん

細
胞
が
骨
や
リ
ン
パ
節
に
転
移

し

て

し

ま

っ

て

い

ま

す

。 

 

前
立
腺
が
ん
の
治
療
を
効
果

的
に
行
う
た
め
に
は
症
状
が
出

る
前
に
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と

が
非
常
に
大
切
で
、
そ
の
た
め

に
は
検
診
な
ど
で
定
期
的
に
Ｐ

Ｓ
Ａ
（
ピ
ー
エ
ス
エ
ー
）
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
も
っ
と
も
近

道
で
す
。 

■
進
行
遅
い
前
立
腺
が
ん 

進

行

が

遅

い

前

立

腺

が

ん

は
一
般
的
に
は
発
が
ん
し
て
か

ら
臨
床
的
な
が
ん
に
な
る
ま
で
、

四
〇
年
近
く
か
か
る
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
成
長
速
度
が
遅
い
が
ん

で
す
。
前
立
腺
が
ん
は
病
気
の

進
行
程
度
に
よ
り
三
つ
の
病
期

に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
初
期
の

段
階
に
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま

せ
ん
。 

以

前

は

骨

の

痛

み

な

ど

で

初
め
て
気
が
つ
く
場
合
も
多
く
、

診
断
が
つ
い
た
時
に
は
す
で
に

進
展
が
ん
や
転
移
が
ん
と
な
っ

て
い
る
人
が
七
～
八
割
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
Ｐ
Ｓ

Ａ
検
査
の
進
歩
で
こ
う
い
っ
た

進
行
し
た
が
ん
は
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

■
前
立
腺
肥
大
症
と
は 

前
立
腺
が
ん
と
前
立
腺
肥
大

症
は
、
加
齢
と
と
も
に
増
加
す

る
男
性
の
病
気
と
い
う
点
で
は

共
通
し
て
い
ま
す
が
、
発
生
す

る
場
所
も
性
質
も
異
な
る
病
気

で
す
。
前
立
腺
が
ん
は
悪
性
の

腫
瘍
で
前
立
腺
の
外
に
広
が
っ

て
他
の
臓
器
に
転
移
し
ま
す
が
、   

前
立
腺
肥
大
症
は
良
性
の
腫
瘍

で
外
に
広
が
っ
た
り
、
転
移
は

し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ち
ら

も
高
齢
者
の
病
気
な
の
で
、
両

方
が
同
時
に
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

前

立

腺

肥

大

症

は

頻

尿

、

排
尿
困
難
、
残
尿
感
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
前
立
腺
が
ん
は
、

初
期
の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

が
ん
が
大
き
く
な
る
と
、
前
立

腺
肥
大
症
と
同
じ
よ
う
な
症
状

が
出
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
前
立

腺
が
ん
が
進
行
し
て
骨
に
転
移

す
る
と
、
腰
痛
や
歩
行
困
難
な

ど
を
き
た
し
ま
す
。 

【
参
考
資
料
】 

t
a

k
e

d
a

.c
o

.jp
 

                                 

No209 健康がいちばん !  

増加傾向にある前立腺がん  

前立腺肥大症とはまったく別物  

https://www.takeda.co.jp/patients/p-cancer/about/2_3.html


    

グ

ラ

フ

テ

ッ

ク(

神
奈
川
県

横
浜
市
戸
塚
区
品
濃
町
五
〇
三

-

一
〇\

電
話
〇
四
五-

八
二
五-

六
二
一
七)

は
、
グ
リ
ッ
ト
ロ

ー
リ
ン
グ
方
式
の
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ッ
タ
「
Ｃ
Ｅ
８
０
０
０ 

シ
リ
ー
ズ
」
を
七
月
十
七
日
よ

り
発
売
し
ま
し
た
。 

今
回
発
売
す
る 

Ｃ
Ｅ
８
０ 

０
０
シ
リ
ー
ズ
は
、
業
界
最
高 

                  

 

 

   ク
ラ
ス
の
品
質
を
誇
る
世
界
標

準
エ
ン
ト
リ
ー
モ
デ
ル 

Ｃ
Ｅ

７
０
０
０ 

シ
リ
ー
ズ
か
ら
、

さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

か
け
た
ニ
ュ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

モ
デ
ル
で
す
。 

サ

イ

ン

・

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

や
印
刷
市
場
の
よ
う
な
プ
ロ
フ 

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
市
場
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
オ
フ
ィ
ス
や
店
舗 

                    

   

で
の
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
後
加

工
等
に
も
ご
使
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
エ
ン
ト
リ
ー
モ
デ
ル
と

し
て
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ

タ
を
追
求
い
た
し
ま
し
た
。 

Ｃ

Ｅ

８

０

０

０

シ

リ

ー

ズ

で
は
新
た
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ 

や

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
標
準
対
応
と

し
、
ツ
ー
ル
ホ
ル
ダ
―
や
メ
ニ

ュ
ー
構
成
の
見
直
し
を
図
り
ま

し
た
。 

主
な
特
徴
と
し
て
は
、 

①
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
標
準
対
応
に

よ
り
、
設
置
環
境
の
自
由
度
が

向
上 初

の

無

線

Ｌ

Ａ

Ｎ

イ

ン

タ

ー
フ
ェ
ー
ス
に
標
準
対
応
。 

②
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
採
用
し
、

直
感
的
な
操
作
が
可
能
に 

新

た

に

Ｌ

Ｃ

Ｄ

タ

ッ

チ

パ

ネ
ル
を
採
用
。 

③
ツ
ー
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
一
新

し
、
ス
ム
ー
ズ
な
カ
ッ
ト
オ
ペ

レ
―
シ
ョ
ン
を
実
現 

ツ

ー

ル

の

着

脱

が

よ

り

簡

単
に
な
り
使
い
易
く
な
っ
た
。 

④
メ
ニ
ュ
ー
構
成
を
再
構
築 

し
、
簡
単
操
作
を
追
求 

使

用

頻

度

の

高

い

機

能

を

ク
イ
ッ
ク
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
ま 

   

と
め
て
表
示 

⑤
高
い
生
産
性
を
実
現
す
る

ハ
イ
エ
ン
ド
モ
デ
ル
の
便
利
機

能
を
継
承 

従
来
機
種
で
好
評

を
い
た
だ
い
た
数
々
の
便
利
な

機
能
を
、
新
機
種
に
も
継
承
し

て
い
ま
す
。 

品

名

、

型

名

、

価

格

は

次

の
通
り
。 

■
Ｃ
Ｅ
８
０
０
０
‐
４
０ 

十
七
万
三
千
八
百
円 

四
八
四

㎜(

一
九
イ
ン
チ)  

十
一
㎏ 

 
 

■
Ｃ
Ｅ
８
０
０
０
‐
６
０ 

二
十
七
万
二
千
八
百
円 

七
一

二
㎜(

二
八
イ
ン
チ)

二
十
一
㎏ 

■

Ｃ

Ｅ

８

０

０

０

‐

一

三

〇  

六
十
五
万
七
千
八
百
円 

一
三

七
二
㎜(

五
四
イ
ン
チ)

四
〇
㎏ 

 

販
売
予
定
台
数
は
年
間
二
万

一
千
台
。 

 

今
後
も
グ
ラ
フ
テ
ッ
ク
は
さ

ま
ざ
ま
な
市
場
で
ハ
イ
ク
ォ
リ

テ
ィ
な
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
簡
単

に
実
現
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

詳

細

は

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

で

。 

 G
R

A
P

H
T

E
C

 

  

   

                              

 
 

な 

る 
 

ほ 

ど 

・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

第
二
一
四
回

「
グ
ラ
フ
テ
ッ
ク
」 

無線 LAN タッチパネル標準対応  

カッティングプロッター新発売  

「CE8000 シリーズ」を 3 機種 

 

https://graphtec.co.jp/

